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夏播短根 ニ ンジンの品種 とは種期 について
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1ま え が き

当地帯の短根ニンジンの主な作型は 4～ 5月 にかけては

種し, 8～ 9月 に収穫する春播夏穫りであるめヽ 高冷地野

菜の特徴として収穫期がほとんど8月 , 9月に集中するこ

とや,初夏穫リンタスの跡地利用の点などから夏まき秋穫
りの作型開発は労力配分や作季の延長に重要な意義をも、

このため本試験は夏まき短根ニンシンの作型確立を目的

に品種と播種期について検討し,更に越冬春穫りについて

も検討したが,その成果の概要について報告する。

2試 験 方 法

年次ごとのは種曲および供試品種は表1に示した。

昭和∞年の収穫期はは種後 110日 ～ 130日 と越冬後4月

13日 とし,昭和51年はは種後 100日～ 115日 とした。栽植
距離は,畦幅60m株間 10いの2免 a当 り3.300で,試験

区は両年とも1区 9rの 2区 tllと した。

表 1 品種とは種期

は種期 6月 14日 6月 24日 7月 5日

S

50

年

供 試

品 種

新 黒田 5寸
T号夏播 5寸

金港冬越 5寸

MS夏播 5寸
小泉冬越 5寸

T号越冬 5寸

試交5寸
`01号

キン秦 越5寸

四 季 4寸
キング夏播5寸

は種期 6月 19日 7月 4日 7月 21日

S

51

年

供 試

品 種

新 黒 田 5寸

キング冬越 5寸

四 季 4寸

試交5寸 101号

金港冬越 5寸

金 港 4寸

鮮紅冬越 5寸

T局越冬 5寸
M S 4寸
小泉冬越 5寸

3試 験 結 果

1 気象経過と根部肥大
昭和
"年
の生育期間中における気温は 8月 の平均気温が

223℃ ,9月 186℃ で特に ,月 の気温が平年より 2℃ も高か

った (図 1)。

しかし51年は前年と全く異なり8月 が平年より
`4C,9

月がo5℃ も低く, 8月 ,月 の積算温度で前年に比べ 190℃

も低かった。このような気象条件の下で,根重増加の推移

をみると,いずれの年においてもは種後 70日 前後から急激

な肥大がみられ,特に気温15～
"℃
の範囲で肥大が良好

であった。従って51年は1巴大初期が適温下にあり,良好な

1巴大状況を示したが, 9月 以降の低温で前年に比べ著しく

肥大が不良であった。
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8月      9月    lo月

図 1 旬別平均気温と根重

2 年内秋穫りの品種とは種期について
昭和50年の 130日 目収量調査における結果を図 2に示し

ためヽ 根重は四季 4立 キング冬越 5寸,小泉冬越 5寸等
がまきり,は種期別では多少の品種間差はあるが

`月
24日

まきがまきる傾向を示した。

障害根では特にMS夏播 5寸等の夏まき年内穫リタイブ
の品種の腐敗根が多く,また四季 4寸の裂根が多かった。

従って収量的には根重がすぐれ 障害根の少ないキング冬

越 5寸が平均してまさり越冬系の金港冬越5t T号越冬
5t小 泉冬越 5寸がこれに次いだ。
しかし51年の低温条件下におけるキング冬越 5寸のIE大

は著しく劣り, は種期別では早いは種期ほど1巴大がまさっ

た。

このような気象条件下でも比較的根重,収量のすぐれた

品種は小泉冬越 5寸,試交 5寸 101号, 4寸系統で, とく
に小泉冬越 5寸は前年と同様肥大が良好で温度に対する適

応幅の広い品種と推察された。
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図 2 品種対は種期 (昭 5t年 150日 収穫 )

3 越冬春穫りについて
5C年は種のものを越冬させ,翌春の4月 15日 に掘取り調

査を行なった。図 3は
`月
14日 まきをは種後150日 目の 10

月 23日 に調査したものと,越冬後の比較であるが,根重で

は特に金港冬越 5寸, T号越冬 5寸 の 10月 中旬以降のllEX

がみられ, 新黒田5t試 交 5寸 101号等の1じ大性も認め

られた。

図 3 秋姜 りおよび越冬春穫の比較
〈和 5tl年 6月 14日播 )

れは10月 下旬～ 11月 上中旬の平均気温が 5～
`

で経過したが, この低温条件下で1巴大が行なわれたものと

推察されるが低温下の根部肥大の品種間差は大きいものと

考えられる。

腐敗率では秋穫り同様キング夏播 5寸等の夏播年内穫の

品種が多く,越冬中にもかなりの増加がみられた。また裂

根率では四季 4寸の裂根が多く越冬中肥大がみられた試交

5寸 101■ 新黒田5寸等も裂根が大幅に増加した。

4 ま

1 標高
“

0■地帯における夏まき秋穫りの短根ニンン

ンのは種期は平年では6月 211～ 30日 頃にあるものと推察

され これは根部肥大適温といわれる15～
"℃
になる9月

上中旬からさかのぼって70日 前後になる。

2 越冬春穫りのは種期も欣穫 りとほぼ同じ時期になる

が,越冬中の根の1巴大性や腐敗根,裂根発生などにかなり

の品種rp■がみられるので品種の厳選が必要である。

3 これら7F2に 適する品種として小泉冬越 5寸が温度

に対する適応幅が広く障害根も少なくすぐれている。

またキング冬越 5寸は高温気味の気象条件下では根重,

収量とも安定するが低温条件下では劣る。

四寸系統は年内どりの適期収穫ではかなり有望であるが,

収穫期間の幅が短く裂根しやすい欠点がある。
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